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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】付加情報を画像データに付加して他の通信装置
に送信する際のセキュリティを向上させる。
【解決手段】通信装置は、他の通信装置に対して画像デ
ータを送信する第１の通信装置として機能する。ここで
、通信装置は、画像データを記憶する記憶手段と、記憶
手段により記憶された画像データに、第２の通信装置に
より提供された付加情報を付加する付加手段と、記憶手
段により記憶された画像データを所定のネットワークを
介して第３の通信装置に送信する際に、所定のネットワ
ークに第２の通信装置が接続しているか否かに応じて、
付加手段により付加情報を付加された画像データ、又は
付加手段により付加情報が付加されていない画像データ
を送信する送信手段とを有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　他の通信装置に対して画像データを送信する第１の通信装置として機能する通信装置で
あって、
　画像データを記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段により記憶された画像データに、第２の通信装置により提供された付加情
報を付加する付加手段と、
　前記記憶手段により記憶された画像データを所定のネットワークを介して第３の通信装
置に送信する際に、前記所定のネットワークに前記第２の通信装置が接続しているか否か
に応じて、前記付加手段により前記付加情報を付加された画像データ、又は前記付加手段
により前記付加情報が付加されていない画像データを送信する送信手段と
　を有することを特徴とする通信装置。
【請求項２】
　前記送信手段は、
　前記所定のネットワークを介して前記第２の通信装置から送られてきた宛先情報に指定
される前記第３の通信装置に前記画像データを送信する
　ことを特徴とする請求項１に記載の通信装置。
【請求項３】
　前記送信手段は、
　前記所定のネットワークに前記第２の通信装置が接続されている場合、前記付加手段に
より前記付加情報を付加された画像データを前記第３の通信装置に送信する
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の通信装置。
【請求項４】
　前記送信手段は、
　前記所定のネットワークに前記第２の通信装置が接続されていない場合、前記付加手段
により前記付加情報を付加されていない画像データを前記第３の通信装置に送信する
　ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項５】
　前記付加情報は、複数の種類の情報を含み、
　前記付加情報を付加した画像を送信する場合、当該付加情報に含まれる前記複数の種類
の情報のうち、前記第２の通信装置から指定された種類の情報を付加した画像データを送
信する
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項６】
　前記送信手段は、
　前記所定のネットワークに前記第２の通信装置が接続されており、かつ、前記付加情報
の送信を許可するモードである場合、前記付加手段により前記付加情報を付加された画像
データを前記第３の通信装置に送信する
　ことを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項７】
　前記送信手段は、
　前記第２の通信装置により予め通知された通信パラメータを用いて前記所定のネットワ
ークに接続できた場合、前記付加手段により前記付加情報を付加された画像データを前記
第３の通信装置に送信する
　ことを特徴とする請求項１に記載の通信装置。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか１項に記載の通信装置と、前記第２の通信装置、前記第３の
通信装置とを有する通信システム。
【請求項９】
　画像データを記憶する記憶手段を有し、他の通信装置に対して画像データを送信する第
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１の通信装置として機能する通信装置の制御方法であって、
　前記記憶手段により記憶された画像データに、第２の通信装置により提供された付加情
報を付加する付加工程と、
　前記記憶手段により記憶された画像データを所定のネットワークを介して第３の通信装
置に送信する際に、前記所定のネットワークに前記第２の通信装置が接続しているか否か
に応じて、前記付加工程において前記付加情報を付加された画像データ、又は前記付加工
程において前記付加情報が付加されていない画像データを送信する送信工程と
　を有することを特徴とする制御方法。
【請求項１０】
　コンピュータを、請求項１から７のいずれか１項に記載の通信装置として動作させるた
めのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信装置、通信システム、制御方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　撮像装置（例えば、デジタルカメラ、携帯電話、ＰＤＡ等）で撮像された画像の多くは
、ＪＥＩＤＡで規格化されているＥｘｉｆ（Exchangeable image file format）形式で保
存される。Ｅｘｉｆ形式で保存された画像には、画像以外の情報が付加情報として付加さ
れる。付加情報は、撮像時に撮像装置により自動的に付加される。
【０００３】
　また、通信装置（例えば、携帯電話）からＥｘｉｆに付加するための情報を撮像装置に
転送し、当該撮像装置において、当該転送された情報をＥｘｉｆに付加する方法が知られ
ている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－６０４２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、撮像された画像のＥｘｉｆに対して、個人情報（例えば、メールアドレスや氏
名等）を付加して送信する場合がある。この場合、なりすましや不正取得などにより、他
者に画像を盗み取られる可能性がある。
【０００６】
　このように画像が他者に盗みとられた場合、画像に付加されている個人情報等の秘匿性
を有する情報が流出してしまう。また、ユーザが意図せず、個人情報等の秘匿性を有する
情報を付加した画像を他者に転送してしまった場合には、ユーザは当該情報の漏洩を知ら
ないまま、当該他者に情報が渡ってしまう。
【０００７】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、付加情報を画像データに付加して他
の通信装置に送信する際のセキュリティを向上させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するため、本発明の一態様は、他の通信装置に対して画像データを送信
する第１の通信装置として機能する通信装置であって、画像データを記憶する記憶手段と
、前記記憶手段により記憶された画像データに、第２の通信装置により提供された付加情
報を付加する付加手段と、前記記憶手段により記憶された画像データを所定のネットワー
クを介して第３の通信装置に送信する際に、前記所定のネットワークに前記第２の通信装
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置が接続しているか否かに応じて、前記付加手段により前記付加情報を付加された画像デ
ータ、又は前記付加手段により前記付加情報が付加されていない画像データを送信する送
信手段とを有する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、付加情報を画像データに付加して他の通信装置に送信する際のセキュ
リティを向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施の形態に係わる通信システムの構成の一例を示す図。
【図２】図１に示すデジタルカメラ１０のハードウェア構成の一例を示す図。
【図３】図２に示す制御部４６に実現される機能的な構成の一例を示す図。
【図４】図１に示す携帯電話２０（携帯電話２１及び２２）のハードウェア構成の一例を
示す図。
【図５】携帯電話２１の制御部５９に実現される機能的な構成の一例を示す図。
【図６】携帯電話２２の制御部５９に実現される機能的な構成の一例を示す図。
【図７】図１に示す通信システムの処理の流れ一例を示すシーケンスチャート。
【図８】デジタルカメラ１０の処理の流れの一例を示すフローチャート。
【図９】携帯電話２１の処理の流れの一例を示すフローチャート。
【図１０】携帯電話２１の処理の流れの一例を示すフローチャート。
【図１１】携帯電話２２の処理の流れの一例を示すフローチャート。
【図１２】デジタルカメラ１０の処理の流れの一例を示すフローチャート。
【図１３】携帯電話２１処理の流れの一例を示すフローチャート。
【図１４】携帯電話２２の処理の流れの一例を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の一実施の形態について添付図面を参照して詳細に説明する。
【００１２】
　（実施形態１）
　図１は、本発明の一実施の形態に係わる通信システムの構成の一例を示す図である。
【００１３】
　通信システムには、所定の通信網（本実施形態においては、無線ＬＡＮ（Local Area N
etwork））３０を介して、デジタルカメラ１０と、携帯電話２０（２１、２２）とが通信
可能に接続されている。これら各端末は、携帯電話２１により構築された無線ＬＡＮ（無
線ネットワークと呼ぶ場合もある）におけるアドホック通信を用いて相互に通信を行なう
。なお、詳細については後述するが、各端末には、コンピュータが内蔵されている。
【００１４】
　ここで、デジタルカメラ１０は、第１の通信装置として機能し、各種画像を撮像する。
デジタルカメラ１０では、撮像した画像をＥｘｉｆ形式で保存し、撮像情報等を付加情報
として当該画像に付加する。なお、本実施形態においては、第１の通信装置の一例として
デジタルカメラを例に挙げて説明するが、これに限られない。具体的には、画像を格納し
、当該画像に上述した付加情報を付加可能な装置であれば何でも良く、例えば、携帯電話
や携帯音楽プレーヤ、ＰＤＡ（Personal Digital Assistance）、ＰＣ等であっても良い
。
【００１５】
　携帯電話２０は、通信装置として機能し、無線ＬＡＮ３０を利用して通信を行なう。本
実施形態においては、通信装置の一例として携帯電話を例に挙げて説明するが、これに限
られない。具体的には、通信機能を有する装置であれば何でも良く、例えば、ＰＣ（Pers
onal Computer）や携帯音楽プレーヤ、ＰＤＡ等であっても良い。
【００１６】
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　ここで、本実施形態においては、携帯電話２１に保持される個人情報をデジタルカメラ
１０に転送し、デジタルカメラ１０が、撮像画像のＥｘｉｆに対して当該個人情報を付加
し、携帯電話２２へ転送する場合について説明する。
【００１７】
　すなわち、本実施形態においては、携帯電話２１は、携帯電話２１を所持するユーザの
個人情報を他の端末に提供する提供元として機能する（第２の通信装置）。また、携帯電
話２２は、携帯電話２１を所持するユーザの個人情報が付加された画像をデジタルカメラ
１０から受信する個人情報の送信先として機能する（第３の通信装置）。
【００１８】
　なお、本実施形態においては、秘匿性を有する情報（秘匿情報）の一例として、個人情
報（携帯電話番号や氏名、メールアドレス等）を例に挙げて説明するが、これに限られな
い。
【００１９】
　以上が本実施形態に係わる通信システムの構成の一例についての説明であるが、この構
成は適宜変更できる。例えば、図１においては、携帯電話２１、携帯電話２２、デジタル
カメラ１０が１台ずつ設けられる場合を示しているが、これら各端末は、それぞれ複数台
ずつ設けられていても勿論構わない。
【００２０】
　次に、図２を用いて、図１に示すデジタルカメラ１０のハードウェア構成の一例につい
て説明する。
【００２１】
　デジタルカメラ１０は、無線ＬＡＮアンテナ４１ａと、無線ＬＡＮアンテナ制御部４１
と、無線ＬＡＮ通信処理部４２と、出力部４３と、撮像部４４と、レンズ４５と、制御部
４６と、記憶部４７と、電源部４８と、入力部４９とを具備して構成される。
【００２２】
　無線ＬＡＮアンテナ制御部４１は、無線ＬＡＮアンテナ４１ａを制御する。無線ＬＡＮ
通信処理部４２は、無線ＬＡＮアンテナ４１ａ及び無線ＬＡＮアンテナ制御部４１を介し
て無線ＬＡＮ３０通信網を利用した通信を行なう。撮像部４４は、レンズ４５を介して撮
像を行なう。電源部４８は、各構成部に電力を供給する。
【００２３】
　制御部４６は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等で実現され、各構成部
の動作を統括制御する。記憶部４７は、ＲＡＭ（Random Access Memory）やＲＯＭ（Read
 Only Memory）、外部記憶装置（例えば、メモリカード）等で実現され、各種情報（例え
ば、プログラム）を記憶する。記録部４７には、例えば、デジタルカメラ１０により撮像
された１又は複数の画像が格納される。
【００２４】
　出力部４３は、例えば、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）やＬＥＤ（Light Emitting
 Diode）等で実現され、各種情報をユーザに出力（表示）する。入力部４９は、例えば、
タッチパネルやボタン等で実現され、ユーザからの指示を装置内に入力する。
【００２５】
　ここで、図３を用いて、図２に示す制御部４６に実現される機能的な構成の一例につい
て説明する。制御部４６内における各構成は、例えば、ＣＰＵがＲＯＭ等に記憶されたプ
ログラムを読み出し実行することで実現される。なお、制御部４６内における構成の一部
又は全てが専用のハードウェア構成で実現されても勿論構わない。
【００２６】
　制御部４６には、機能的な構成として、無線ＬＡＮ通信制御部７１と、登録部７２と、
送信部７６と、個人情報付加部７９と、端末確認部８０とが実現される。
【００２７】
　無線ＬＡＮ通信制御部７１は、無線ＬＡＮ３０を介した通信を制御する。より具体的に
は、ＩＥＥＥ８０２．１１シリーズに準拠した無線ＬＡＮ通信の各種制御を行なうドライ
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バや無線ＬＡＮ通信に関するプロトコルとしての機能を果たす。
【００２８】
　登録部７２は、各種情報を記憶部４７等に登録する。登録部７２は、提供元登録部７３
と、個人情報登録部７４と、宛先情報登録部７５とを具備して構成される。提供元登録部
７３は、個人情報の提供元端末（携帯電話２１）の識別情報を登録する。なお、識別情報
は、提供元端末を識別できる情報であれば何でも良い。
【００２９】
　個人情報登録部７４は、提供された個人情報を登録する。本実施形態においては、ＭＡ
Ｃアドレスを登録する場合について説明する。宛先情報登録部７５は、個人情報の宛先端
末（携帯電話２２）の宛先情報を登録する。
【００３０】
　送信部７６は、画像の送信先端末に向けて送信する画像に個人情報を付加するか否かを
判定する判定部７７と、個人情報の提供元端末（携帯電話２１）により指定された宛先（
送信先）に撮像された画像を送信する画像送信部７８とを具備して構成される。なお、画
像送信部７８においては、判定部７７の判定結果によっては、個人情報を付加せずに画像
を送信する場合もある。
【００３１】
　個人情報付加部７９は、撮像された画像に対して個人情報を付加する。個人情報を画像
に付加するか否かは、判定部７７の判定結果に基づいて決められる。端末確認部８０は、
接続先の端末が正当な端末であるか否かを確認する。すなわち、接続先の端末が、なりす
まし等でないか否かを確認する。本実施形態においては、認証処理を行により正当な端末
であるか否かを確認する。
【００３２】
　次に、図４を用いて、図１に示す携帯電話２０（携帯電話２１及び２２）のハードウェ
ア構成の一例について説明する。
【００３３】
　携帯電話２０は、公衆無線アンテナ５１ａと、公衆無線アンテナ制御部５１と、公衆無
線通信処理部５２と、出力部５３と、入力部５４と、通話部５５と、マイク５６と、制御
部５９と、記憶部６０と、電源部６１とを具備して構成される。また、携帯電話２０には
、無線ＬＡＮアンテナ５７ａ、無線ＬＡＮアンテナ制御部５７、無線ＬＡＮ通信処理部５
８、近距離無線アンテナ６２ａ、近距離無線アンテナ制御部６２、近距離無線通信処理部
６３も設けられる。
【００３４】
　公衆無線アンテナ制御部５１は、公衆無線アンテナ５１ａを制御する。公衆無線通信処
理部５２は、公衆無線アンテナ５１ａ及び公衆無線アンテナ制御部５１を介して公衆通信
網（例えば、携帯電話網）を利用した通信を行なう。公衆無線通信処理部５２による通信
は、例えば、ＩＭＴ（International Mobile Telecommunication）規格やＬＴＥ（Long T
erm Evolution）規格などに準拠して行なわれる。
【００３５】
　無線ＬＡＮアンテナ制御部５７は、無線ＬＡＮアンテナ５７ａを制御する。無線ＬＡＮ
通信処理部５８は、無線ＬＡＮアンテナ５７ａ及び無線ＬＡＮアンテナ制御部５７を介し
て無線ＬＡＮ３０通信網を利用した通信を行なう。
【００３６】
　近距離無線アンテナ制御部６２は、近距離無線アンテナ６２ａを制御する。近距離無線
通信処理部６３は、近距離無線アンテナ６２ａ及び近距離無線アンテナ制御部６２を介し
て近距離通信網を利用した通信を行なう。近距離通信網としては、例えば、（例えば、Ｎ
ＦＣ（Near Field Communication）、ＩｒＤＡ（Infrared Data Association））等が挙
げられる。
【００３７】
　電源部６１は、各構成部に電力を供給する。通話部５５は、マイク５６を介してユーザ
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からの音声（音声信号）を装置内に入力し、当該音声信号を処理する。制御部５９は、例
えば、ＣＰＵ等で実現され、各構成部の動作を統括制御する。記憶部６０は、ＲＡＭやＲ
ＯＭ等で実現され、各種情報（例えば、プログラム）を記憶する。
【００３８】
　出力部５３は、例えば、ＬＣＤやＬＥＤ等で実現され、各種情報をユーザに出力（表示
）する。なお、出力部５３は、スピーカなどの音出力が可能であっても良い。入力部５４
は、例えば、タッチパネルやボタン等で実現され、ユーザからの指示を装置内に入力する
。
【００３９】
　次に、図５及び図６を用いて、図４に示す制御部５９に実現される機能的な構成の一例
について説明する。制御部５９内における各構成は、例えば、ＣＰＵがＲＯＭ等に記憶さ
れたプログラムを読み出し実行することで実現される。なお、制御部５９内における構成
の一部又は全てが専用のハードウェア構成で実現されても勿論構わない。
【００４０】
　ここではまず、図５を用いて、携帯電話２１における制御部５９に実現される機能的な
構成の一例について説明する。
【００４１】
　携帯電話２１の制御部５９には、機能的な構成として、無線ＬＡＮ通信制御部８１と、
公衆無線通信制御部８２と、近距離無線通信制御部８３と、情報処理部８４と、接続端末
判定部８９と、状態通知部９０と、端末確認部９１とが実現される。
【００４２】
　無線ＬＡＮ通信制御部８１は、無線ＬＡＮ３０を介した通信を制御する。より具体的に
は、ＩＥＥＥ８０２．１１シリーズに準拠した無線ＬＡＮ通信の各種制御を行なうドライ
バや無線ＬＡＮ通信に関するプロトコルとしての機能を果たす。
【００４３】
　公衆無線通信制御部８２は、公衆通信網を介した通信を制御する。より具体的には、公
衆無線通信の各種制御を行なうドライバや公衆無線通信に関するプロトコルとしての機能
を果たす。
【００４４】
　近距離無線通信制御部８３は、近距離通信網を介した通信を制御する。より具体的には
、近距離無線通信の各種制御を行なうドライバや近距離無線通信に関するプロトコルとし
ての機能を果たす。
【００４５】
　情報処理部８４は、個人情報に関する各種処理を行なう。情報処理部８４は、提供先登
録部８５と、個人情報提供部８６と、宛先情報登録部８７と、宛先情報提供部８８とを具
備して構成される。提供先登録部８５は、個人情報の提供先端末（デジタルカメラ１０）
の識別情報を登録する。なお、上記同様に、識別情報は、提供先端末を識別できる情報で
あれば何でも良い。本実施形態においては、ＭＡＣアドレスを登録する場合について説明
する。
【００４６】
　個人情報提供部８６は、個人情報の提供先端末に個人情報を提供する。宛先情報登録部
８７は、個人情報の宛先端末（携帯電話２２）の宛先情報を登録する。宛先情報提供部８
８は、個人情報の提供先端末（デジタルカメラ１０）に個人情報の宛先（送信先）を提供
する。
【００４７】
　接続端末判定部８９は、自端末（携帯電話２１）により構築した無線ネットワーク３０
に接続中の端末を判定する。状態通知部９０は、デジタルカメラ１０からの携帯電話２１
の状態を確認する通知（状態確認要求）に応答して自端末（携帯電話２１）の状態を通知
する。端末確認部９１は、接続先の端末が正当な端末であるか否かを確認する。すなわち
、接続先の端末が、なりすまし等でないか否かを確認する。本実施形態においては、認証
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処理を行により正当な端末であるか否かを確認する。
【００４８】
　続いて、図６を用いて、携帯電話２２における制御部５９に実現される機能的な構成の
一例について説明する。
【００４９】
　携帯電話２２の制御部５９には、機能的な構成として、無線ＬＡＮ通信制御部８１と、
公衆無線通信制御部８２と、近距離無線通信制御部８３と、情報処理部８４と、画像受信
部９３と、付加情報判定部９４とが実現される。なお、図５に示す構成と同様の機能を果
たす構成については同一の符号を付し、その説明については省略する場合もある。
【００５０】
　画像受信部９３は、デジタルカメラ１０から個人情報が付加された画像を受信する。画
像受信部９３においては、個人情報が付加されていない画像の受信も行なう。
【００５１】
　付加情報判定部９４は、デジタルカメラ１０から受信した画像に個人情報が付加されて
いるか否かを判定する。また、情報処理部８４には、デジタルカメラ１０から個人情報が
付加された画像が送られてきた場合に、当該個人情報を記憶部６０等に登録する個人情報
登録部９２が設けられる。
【００５２】
　ここで、図７を用いて、図１に示す通信システムにおける処理の流れ一例について説明
する。
【００５３】
　まず、携帯電話２１は、例えば、ユーザの指示等に基づいて、個人情報提供登録モード
に移行する（Ｓ１０１）。このモードでは、個人情報の提供先端末（この場合、デジタル
カメラ１０）の登録が行なわれる。
【００５４】
　この登録処理が開始されると、携帯電話２１は、まず、無線ネットワーク３０を構築す
る（Ｓ１０２）。無線ネットワーク３０の構築後、携帯電話２１は、他の端末との接続待
ちとなる。ここで、デジタルカメラ１０も、例えば、ユーザの指示等に基づいて、個人情
報提供登録モードに移行する（Ｓ１０３）。このモードでは、個人情報の提供元端末（携
帯電話２１）の登録が行なわれる。
【００５５】
　この登録処理が開始されると、デジタルカメラ１０はまず、周囲の無線ネットワークを
検索し、検索された無線ネットワークへ接続処理を実施する。ここでは、デジタルカメラ
１０は、Ｓ１０２の処理で携帯電話２１により構築された無線ネットワーク３０へ接続処
理を実施するものとする（Ｓ１０４）。
【００５６】
　ここで、携帯電話２１は、デジタルカメラ１０の接続を検出すると、個人情報の提供先
として正当な端末であるか否かの判定を行なう。なお、デジタルカメラ１０においても、
携帯電話２１と同様に、個人情報の提供元として正当な端末であるか否かの判定が行なわ
れる。ここで、デジタルカメラ１０及び携帯電話２１の双方において、正当な端末である
と判定されたものとする。
【００５７】
　携帯電話２１及びデジタルカメラ１０は、個人情報の登録処理を実施する（Ｓ１０５）
。個人情報の登録処理では、まず、それぞれの端末間で、個人情報の提供元端末及び個人
情報の提供先端末として相手先の端末の登録処理を行なう。ここでは、例えば、お互いを
識別する識別情報としてＭＡＣアドレスを登録する。その場合、無線ＬＡＮインタフェー
ス（無線ＬＡＮ通信処理部４２及び５８）のＭＡＣアドレスを用いれば良い。
【００５８】
　登録処理が完了すると、携帯電話２１は、個人情報をデジタルカメラ１０に送信する。
この場合、携帯電話２１は、個人情報として、例えば、当該携帯電話２１を所持するユー
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ザの電話番号、氏名、メールアドレスといった情報を送信する（Ｓ１０６）。
【００５９】
　個人情報を受信したデジタルカメラ１０は、当該個人情報を、例えば、記憶部４７等に
格納する。その際、例えば、受信した個人情報と個人情報提供元端末の識別情報とを対応
付けて保存する。
【００６０】
　個人情報の保存が済むと、デジタルカメラ１０は、無線ネットワーク３０からの切断処
理を実施した後（Ｓ１０７）、個人情報提供登録モードを終了する（Ｓ１０８）。携帯電
話２１においても、個人情報の送信後、無線ネットワーク３０の構築を終了し、個人情報
提供登録モードを終了する（Ｓ１０９）。以上の処理により、デジタルカメラ１０と携帯
電話２１との間では、端末の識別情報や個人情報の登録が行なわれる。
【００６１】
　続いて、個人情報を付加した画像の提供元端末（携帯電話２１）及び宛先端末（携帯電
話２２）において、互いを識別する情報を宛先情報として登録する際の処理の流れについ
て説明する。
【００６２】
　この処理では、まず、携帯電話２１は、個人情報を付加した画像の送信先（宛先）端末
（携帯電話２２）の登録処理を行なう。携帯電話２１は、例えば、ユーザの指示等に基づ
いて、宛先情報登録モードに移行す（Ｓ１１０）。また、携帯電話２２も、ユーザの指示
等に基づいて、宛先情報登録モードに移行する（Ｓ１１１）。
【００６３】
　宛先情報の登録処理が開始されると、携帯電話２１は、近距離無線通信を起動させ、携
帯電話２２からの接続を待ち受ける。また、携帯電話２２においても、近距離無線通信が
起動され、携帯電話２１からの接続を待ち受ける。このとき、ユーザは、携帯電話２１及
び携帯電話２２のそれぞれの近距離無線アンテナ６２ａを近づける。これにより、両端末
は、互いに近距離無線で接続される。接続処理が開始すると、携帯電話２１及び２２はそ
れぞれ、宛先情報の登録処理を行なう（Ｓ１１２）。
【００６４】
　宛先情報の登録処理では、携帯電話２２は、例えば、自端末（携帯電話２２）の識別情
報として、無線ＬＡＮインタフェース（無線ＬＡＮ通信処理部５８）のＭＡＣアドレスを
携帯電話２１に送信する。また、携帯電話２１は、自端末（携帯電話２１）の識別情報と
して無線ＬＡＮインタフェース（無線ＬＡＮ通信処理部５８）のＭＡＣアドレスを携帯電
話２２に送信する。なお、宛先情報の登録処理時には、携帯電話２１により構築される無
線ネットワーク３０の通信パラメータも携帯電話２２へ送信される。
【００６５】
　宛先情報の登録処理が済むと、携帯電話２１は、携帯電話２２の識別情報を宛先情報と
して保存し、宛先情報登録モードを終了する（Ｓ１１３）。携帯電話２２も、携帯電話２
１の識別情報を宛先情報として保存するとともに、無線ネットワーク３０の通信パラメー
タを保存し、宛先情報登録モードを終了する（Ｓ１１４）。
【００６６】
　続いて、デジタルカメラ１０から個人情報を付加した画像を携帯電話２２へ送信する際
の処理の流れについて説明する。
【００６７】
　この処理では、まず、携帯電話２１は、例えば、ユーザの指示等に基づいて、個人情報
提供モードに移行する（Ｓ１１５）。個人情報提供モードに移行すると、携帯電話２１は
、無線ネットワーク３０を構築する（Ｓ１１６）。その後、端末の接続を待ち受ける。
【００６８】
　ここで、デジタルカメラ１０は、ユーザの指示等に基づいて、画像送信モードに移行す
る（Ｓ１１７）。画像送信モードへの移行後、デジタルカメラ１０は、無線ネットワーク
３０への接続処理を行なう（Ｓ１１８）。
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【００６９】
　また、携帯電話２２は、ユーザ指示等に基づいて、画像受信モードへ移行する（Ｓ１１
９）。画像受信モードへの移行後、携帯電話２２においても、無線ネットワーク３０への
接続処理を行なう（Ｓ１２０）。接続処理の後、携帯電話２２は、画像データの受信待ち
となる。
【００７０】
　ここで、デジタルカメラ１０は、個人情報の提供元端末が個人情報提供モードであるか
否かを確認するため、携帯電話２１に向けて状態確認要求を送信する（Ｓ１２１）。携帯
電話２１は、当該要求の応答として、状態確認応答をデジタルカメラ１０に向けて送信す
る（Ｓ１２２）。この応答には、個人情報提供モードに移行中であるか否かを示す情報（
この場合、個人情報提供モードに移行中）が含まれる。これにより、デジタルカメラ１０
は、携帯電話２１が個人情報提供モードに移行中であることを認識する。
【００７１】
　また更に、携帯電話２１は、宛先情報をデジタルカメラ１０に向けて送信する。すなわ
ち、個人情報の提供先（携帯電話２２）を示す情報を送信する（Ｓ１２３）。本実施形態
においては、宛先情報として携帯電話２２の識別情報（ＭＡＣアドレス等）を送信する。
【００７２】
　ここで、デジタルカメラ１０は、個人情報を画像に付加し、携帯電話２２に向けて送信
する。なお、デジタルカメラ１０においては、携帯電話２１が個人情報提供モードに移行
中でなければ、例えば、個人情報が付加されない画像を携帯電話２２に向けて送信する。
【００７３】
　個人情報が付加された画像を受信した携帯電話２２は、当該個人情報の登録処理を行な
う（Ｓ１２５）。登録処理では、例えば、携帯電話２１を所持するユーザの電話番号、氏
名、メールアドレスの登録等が行なわれる。
【００７４】
　次に、図８～図１４を用いて、図１に示す各端末における処理の流れを示すフローチャ
ートについて説明する。
【００７５】
　まず、図８を用いて、個人情報提供登録モード時におけるデジタルカメラ１０の処理の
流れの一例について説明する。すなわち、デジタルカメラ１０において、携帯電話２１の
識別情報や個人情報を登録する際の処理の流れについて説明する。
【００７６】
　デジタルカメラ１０は、個人情報の提供元端末（携帯電話２１）の登録を行なう。この
登録にあたり、ユーザは、入力部４９を介してデジタルカメラ１０に対して個人情報提供
登録モードへの移行を指示する（Ｓ２０１でＹＥＳ）。この指示は、例えば、メニューか
ら「個人情報の提供元端末の登録」といった項目がユーザにより選択されることで行なわ
れる。
【００７７】
　デジタルカメラ１０は、個人情報提供登録モードへ移行するとともに（Ｓ２０２）、無
線ＬＡＮ通信制御部７１において、無線ネットワーク３０の通信パラメータが設定済みで
あるか否かの判定を行なう。この判定は、例えば、デジタルカメラ１０の記憶部４７内に
無線ネットワークの通信パラメータが設定済みであるか否かに基づいて行なわれる。
【００７８】
　通信パラメータが設定済みでなければ（２０３でＮＯ）、デジタルカメラ１０は、無線
ＬＡＮ通信制御部７１において、無線ネットワーク３０の設定処理を実施する（Ｓ２０４
）。この設定処理は、通信パラメータの入力をユーザに促した後、ユーザによる入力に基
づいて行なわれても良いし、また、通信パラメータの簡単設定技術等を用いて行なわれて
も良い。なお、専用（個人情報提供登録モード用）の無線ネットワークの通信パラメータ
を工場出荷時に予め設定しておくようにしても良い。その場合、Ｓ２０３及びＳ２０４の
処理は省略される。
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【００７９】
　通信パラメータが設定済み（Ｓ２０３でＹＥＳ）、又はＳ２０４の処理で通信パラメー
タが設定されると、デジタルカメラ１０は、無線ＬＡＮ通信制御部７１において、無線ネ
ットワーク３０の検索を行なう（Ｓ２０５）。例えば、ネットワーク識別子（ＳＳＩＤ：
Service Set IDentifier）を用いて無線ネットワーク３０の検索を行なう。
【００８０】
　検索の結果、無線ネットワーク３０が見つかれば（Ｓ２０６でＹＥＳ）、デジタルカメ
ラ１０は、無線ＬＡＮ通信制御部７１において、当該無線ネットワーク３０への接続処理
を実施する（Ｓ２０７）。なお、ここでは、接続処理がなされた無線ネットワーク３０が
、個人情報の提供元端末（携帯電話２１）により構築されたネットワークであるものとす
る。
【００８１】
　この接続処理に際して、デジタルカメラ１０は、端末確認部８０において、正当な端末
であるか否かを確認するため、当該無線ネットワーク構築元の端末（携帯電話２１）との
間で認証処理を行なう。認証処理は、例えば、ＰＩＮコードやパスワードを用いて行なわ
れる。また、一定時間内に接続した端末を正当な端末として判定することで認証処理を行
なっても良い。なお、この処理では、端末の正当性を確認できるのであれば、どのような
手法を用いても良い。
【００８２】
　無線ネットワーク３０への接続処理が完了すると、デジタルカメラ１０は、個人情報登
録部７４において、個人情報の登録処理を行なう。具体的には、個人情報の提供元端末（
携帯電話２１）の識別情報（例えば、ＭＡＣアドレス）を受信し、当該識別情報を記憶部
４７に登録する（Ｓ２０８）。
【００８３】
　ここで、デジタルカメラ１０は、個人情報の提供元端末（携帯電話２１）から個人情報
の受信待ちとなる。個人情報を受信すると（Ｓ２０９でＹＥＳ）、デジタルカメラ１０は
、個人情報登録部７４において、当該受信した個人情報と個人情報提供元端末の識別情報
とを対応付けて記憶部４７に保存する（Ｓ２１０）。
【００８４】
　個人情報を保存した後、デジタルカメラ１０は、無線ＬＡＮ通信制御部７１において、
無線ネットワーク３０からの切断処理を実施した後（Ｓ２１１）、個人情報提供登録モー
ドを終了する（Ｓ２１２）。
【００８５】
　次に、図９を用いて、個人情報提供登録モード時における携帯電話２１の処理の流れの
一例について説明する。すなわち、携帯電話２１において、デジタルカメラ１０の識別情
報を登録する際の処理の流れについて説明する。
【００８６】
　携帯電話２１は、個人情報の提供先端末（デジタルカメラ１０）の登録を行なう。この
登録にあたり、ユーザは、入力部５４を介して携帯電話２１に対して個人情報提供登録モ
ードへの移行を指示する（Ｓ３０１でＹＥＳ）。この指示は、例えば、メニューから「個
人情報の提供先端末の登録」といった項目がユーザにより選択されることで行なわれる。
【００８７】
　携帯電話２１は、個人情報提供登録モードへ移行するとともに（Ｓ３０２）、無線ＬＡ
Ｎ通信制御部８１において、無線ネットワーク３０を構築する（Ｓ３０３）。この無線ネ
ットワークは、専用（個人情報提供登録モード用）の無線ネットワークとして構築されて
も良い。具体的には、個人情報提供登録モード用のネットワーク識別子（ＳＳＩＤ）を用
いてネットワークを構築するようにしても良い。当該無線ネットワーク内においては、個
人情報提供登録モード用の暗号鍵・暗号方式を用いて通信が行なわれる。
【００８８】
　無線ネットワーク３０の構築後、携帯電話２１は、他の端末との接続待ちとなる（Ｓ３
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０４）。ここで、デジタルカメラ１０から接続要求があると（Ｓ３０４でＹＥＳ）、携帯
電話２１は、端末確認部９１において、正当な端末であるか否かを確認するため、デジタ
ルカメラ１０との間で認証処理を行なう（Ｓ３０５）。上述した通り、認証処理は、例え
ば、ＰＩＮコードやパスワード等を用いて行なわれる。
【００８９】
　認証の結果、正当な端末でないと判定した場合（Ｓ３０６でＮＯ）、携帯電話２１は、
無線ＬＡＮ通信制御部８１において、無線ネットワーク３０の構築を終了するとともに（
Ｓ３０９）、個人情報提供登録モードを終了する（Ｓ３１０）。一方、正当な端末である
と判定した場合（Ｓ３０６でＹＥＳ）、携帯電話２１は、提供先登録部８５において、個
人情報の提供先端末（デジタルカメラ１０）の識別情報（例えば、ＭＡＣアドレス）を受
信し、当該識別情報を記憶部６０に登録する。
【００９０】
　登録処理が完了すると、携帯電話２１は、個人情報提供部８６において、個人情報をデ
ジタルカメラ１０に送信する（Ｓ３０８）。個人情報の送信後、携帯電話２１は、無線Ｌ
ＡＮ通信制御部８１において、無線ネットワーク３０の構築を終了するとともに（Ｓ３０
９）、個人情報提供登録モードを終了する（Ｓ３１０）。
【００９１】
　次に、図１０を用いて、宛先情報登録モード時における携帯電話２１の処理の流れの一
例について説明する。すなわち、携帯電話２１において、個人情報を付加した画像の宛先
端末（送信先端末）を登録する際の処理の流れについて説明する。
【００９２】
　携帯電話２１は、画像の宛先端末（携帯電話２２）の登録を行なう。この登録にあたり
、ユーザは、入力部５４を介して携帯電話２１に対して宛先情報登録モードへの移行を指
示する（Ｓ４０１でＹＥＳ）。この指示は、例えば、メニューから「個人情報付加画像の
宛先登録」といった項目がユーザにより選択されることで行なわれる。
【００９３】
　携帯電話２１は、宛先情報登録モードへ移行するとともに（Ｓ４０２）、近距離無線通
信制御部８３において、近距離無線通信（近距離無線アンテナ６２ａ等）を起動する（Ｓ
４０３）。そして、他の端末（この場合、携帯電話２２）からの接続待ちとなる（Ｓ４０
４でＮＯ）。ここで、ユーザは、携帯電話２１及び携帯電話２２における近距離無線アン
テナ６２ａを近づける。これにより、両端末は、近距離無線網に接続する。
【００９４】
　このようにして他の端末（携帯電話２２）の接続を検出すると（Ｓ４０４でＹＥＳ）、
携帯電話２１は、宛先情報登録部８７において、宛先情報の登録処理を行なう（Ｓ４０５
）。具体的には、携帯電話２２の識別情報として無線ＬＡＮインタフェース（無線ＬＡＮ
通信処理部５８）のＭＡＣアドレスを受信する。また、自端末（携帯電話２１）の識別情
報として無線ＬＡＮインタフェース（無線ＬＡＮ通信処理部５８）のＭＡＣアドレスを携
帯電話２２に送信する。すなわち、互いに識別情報の交換を行なう。
【００９５】
　その後、携帯電話２１は、宛先情報登録部８７において、当該受信した携帯電話２２の
識別情報を記憶部６０に保存する（Ｓ４０６）。その後、携帯電話２１は、近距離無線通
信制御部８３において、近距離無線通信を終了するとともに（Ｓ４０７）、宛先情報登録
モードを終了する（Ｓ４０８）。
【００９６】
　次に、図１１を用いて、宛先情報登録モード時における携帯電話２２の処理の流れの一
例について説明する。すなわち、携帯電話２２において、個人情報を付加した画像の送信
元端末（携帯電話２１）を登録する際の処理の流れについて説明する。
【００９７】
　携帯電話２２は、画像の送信元端末（携帯電話２１）の登録を行なう。この登録にあた
り、ユーザは、入力部５４を介して携帯電話２２に対して宛先情報登録モードへの移行を
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指示する（Ｓ５０１でＹＥＳ）。この指示は、例えば、メニューから「個人情報付加画像
の受信登録」といった項目がユーザにより選択されることで行なわれる。
【００９８】
　その後、携帯電話２２は、図１０を用いて説明した携帯電話２１と同様に、宛先情報登
録モードへ移行し、宛先情報の登録処理等を行なう（Ｓ５０２～Ｓ５０５）。なお、この
宛先情報の登録処理に際して、携帯電話２２は、宛先情報の他、携帯電話２１により構築
される無線ネットワーク３０の通信パラメータを受信し、これを記憶部６０に保存する（
Ｓ５０６、Ｓ５０７）。その後、携帯電話２２は、近距離無線通信を終了するとともに、
宛先情報登録モードを終了する（Ｓ５０８、Ｓ５０９）。
【００９９】
　なお、図１０及び図１１においては、宛先情報の登録処理時に近距離無線通信を用いる
場合について説明したが、必ずしも近距離無線通信を用いる必要はない。すなわち、互い
の端末を確実に識別できるのであれば、どのような通信を用いても良い。
【０１００】
　次に、図１２を用いて、画像送信モード時におけるデジタルカメラ１０の処理の流れの
一例について説明する。すなわち、デジタルカメラ１０において、個人情報を付加した画
像を携帯電話２２に送信する際の処理の流れについて説明する。
【０１０１】
　デジタルカメラ１０は、無線ネットワーク３０を介して携帯電話２２へ個人情報を付加
した画像の送信を行なう。この処理にあたり、ユーザは、入力部５４を介して携帯電話２
２に対して画像送信モードへの移行を指示する（Ｓ６０１でＹＥＳ）。この指示は、例え
ば、メニューから「画像を送信」といった項目がユーザにより選択されることで行なわれ
る。
【０１０２】
　デジタルカメラ１０は、画像送信モードへ移行するとともに（Ｓ６０２）、無線ＬＡＮ
通信制御部７１において、無線ネットワーク３０の検索を行なう（Ｓ６０３）。より具体
的には、携帯電話２１により構築された無線ネットワーク３０を検索する。ここで、無線
ネットワーク３０を発見すると（Ｓ６０４でＹＥＳ）、デジタルカメラ１０は、無線ＬＡ
Ｎ通信制御部７１において、当該無線ネットワーク３０への接続処理を行なう（Ｓ６０５
）。
【０１０３】
　接続処理が済むと、デジタルカメラ１０は、判定部７７において、当該無線ネットワー
ク内に個人情報の提供元端末（携帯電話２１）が存在するか否かの判定を行なう。この判
定は、図８のＳ２０８に示す処理で取得した識別情報を用いて行なわれる。個人情報の提
供元端末（携帯電話２１）が存在しなければ（Ｓ６０６でＮＯ）、デジタルカメラ１０は
、画像送信部７８において、画像を送信した後（Ｓ６１２）、画像送信モードを終了する
（Ｓ６１３）。一方、存在すれば（Ｓ６０６でＹＥＳ）、デジタルカメラ１０は、送信部
７６において、個人情報の提供元端末の状態を確認するため、当該端末に向けて状態確認
要求を送信する（Ｓ６０７）。上述した通り、状態確認要求は、個人情報の提供元端末が
個人情報提供モードであるか否かを確認するために送信される。
【０１０４】
　状態確認応答を受信すると（Ｓ６０８でＹＥＳ）、デジタルカメラ１０は、判定部７７
において、当該状態確認応答のメッセージを解析する。そして、個人情報の提供元端末（
携帯電話２１）が個人情報提供モードに移行中であるか否かの判定を行なう。すなわち、
デジタルカメラ１０は、携帯電話２１が個人情報の送信を許可するモード状態にあるか否
かの判定を行なう。
【０１０５】
　判定の結果、個人情報提供モードでなければ（Ｓ６０９でＮＯ）、デジタルカメラ１０
は、画像送信部７８において、画像を送信した後（Ｓ６１２）、画像送信モードを終了す
る（Ｓ６１３）。一方、個人情報提供モードであれば（Ｓ６０９でＹＥＳ）、デジタルカ
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メラ１０は、宛先情報の受信待ちを行なう。なお、本実施形態においては、宛先情報とし
て携帯電話２２の識別情報（ＭＡＣアドレス等）を受信する。
【０１０６】
　宛先情報を受信すると（Ｓ６１０でＹＥＳ）、デジタルカメラ１０は、個人情報付加部
７９において、画像に個人情報を付加した後（Ｓ６１１）、画像送信部７８において、当
該宛先情報により示される宛先となる端末に向けて画像を送信する（Ｓ６１２）。その後
、デジタルカメラ１０は、画像送信モードを終了する（Ｓ６１３）。
【０１０７】
　なお、上述したデジタルカメラ１０における処理はあくまで一例であり、適宜変更でき
る。例えば、Ｓ６１０の処理において、宛先情報を受信した後、判定部７７において、宛
先となる端末が、Ｓ６０５の処理で接続した無線ネットワーク内に存在するか否かを判定
するようにしても良い。この場合、該当の端末が存在しなければ、画像送信処理を終了す
るか、又は個人情報を付加せずに画像を送信するようにすれば良い。
【０１０８】
　また、Ｓ６０９における個人情報の提供元端末が個人情報提供モードであるか否かの判
定は、必ずしも行なう必要はない。すなわち、Ｓ６０６の処理において、個人情報の提供
元端末が存在すると判定した場合、Ｓ６０７～Ｓ６０９の処理を行なわず、Ｓ６１０の処
理に進んでも良い。
【０１０９】
　次に、図１３を用いて、個人情報提供モード時における携帯電話２１の処理の流れの一
例について説明する。すなわち、携帯電話２１において、個人情報を付加した画像をデジ
タルカメラ１０から携帯電話２２に送信させる際の処理の流れについて説明する。
【０１１０】
　携帯電話２１は、無線ネットワーク３０を介してデジタルカメラ１０から携帯電話２２
へ個人情報を付加した画像を送信させる処理を行なう。この処理にあたり、ユーザは、入
力部５４を介して携帯電話２１に対して個人情報提供モードへの移行を指示する（Ｓ７０
１でＹＥＳ）。この指示は、例えば、メニューから「個人情報の提供を許可」といった項
目がユーザにより選択されることで行なわれる。なお、携帯電話２１は、ユーザ操作なし
に、宛先情報の登録処理の完了後、個人情報提供モードに自動的に遷移しても良い。
【０１１１】
　携帯電話２１は、個人情報提供モードへ移行するとともに（Ｓ７０２）、無線ＬＡＮ通
信制御部８１において、無線ネットワーク３０を構築する（Ｓ７０３）。無線ネットワー
ク３０の構築後、携帯電話２１は、端末の接続を待ち受ける（Ｓ７０４でＮＯ）。
【０１１２】
　端末の接続を検出すると（Ｓ７０４でＹＥＳ）、携帯電話２１は、接続端末判定部８９
において、当該端末が個人情報提供先端末（携帯電話２２）、又は宛先端末（デジタルカ
メラ１０）として既に登録されているか否かを判定する。
【０１１３】
　いずれの端末としても登録済みでなければ（Ｓ７０５でＮＯ）、携帯電話２１は、無線
ＬＡＮ通信制御部８１において、当該接続してきた端末に対して強制的に切断処理を実施
した後（Ｓ７０６）、再度、Ｓ７０４の処理に戻る。一方、いずれかの端末として登録済
みであれば（Ｓ７０５でＹＥＳ）、携帯電話２１は、接続端末判定部８９において、当該
接続してきた端末が個人情報の提供先端末であるか否かの判定を行なう。すなわち、デジ
タルカメラ１０であるか否かの判定を行なう。この判定は、図９のＳ３０７の処理で取得
した識別情報を用いて行なわれる。
【０１１４】
　判定の結果、個人情報の提供先端末でなければ（Ｓ７０７でＮＯ）、携帯電話２１は、
Ｓ７１１の処理に進む。一方、個人情報の提供先端末であれば（Ｓ７０７でＹＥＳ）、携
帯電話２１は、当該端末から状態確認要求が送られてくるまで待機する（Ｓ７０８でＮＯ
）。状態確認要求が送られてくると（Ｓ７０８でＹＥＳ）、携帯電話２１は、状態通知部
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９０において、それに応答して状態確認応答を送信する（Ｓ７０９）。このとき、携帯電
話２１は、個人情報提供モードに移行中であるか否かを示す情報を状態確認応答に含めて
送信する。
【０１１５】
　状態確認応答の送信後、携帯電話２１は、宛先情報提供部８８において、宛先情報を送
信する。本実施形態においては、宛先情報として携帯電話２２の識別情報（ＭＡＣアドレ
ス等）を送信する。
【０１１６】
　その後、携帯電話２１は、無線ＬＡＮ通信制御部８１において、Ｓ７０３の処理で構築
した無線ネットワーク３０に接続中の端末があるか否かを判定する。接続中の端末がなけ
れば（Ｓ７１１でＮＯ）、無線ネットワーク３０の構築を終了する（Ｓ７１２）。なお、
無線ネットワークの終了は、このタイミングに限られず、タイマー等を用いて、タイマー
の計時が規定の時間を越えた場合に、無線ネットワーク３０を終了するようにしても良い
。無線ネットワーク３０の構築の終了後、携帯電話２１は、個人情報提供モードを終了す
る（Ｓ７１３）。
【０１１７】
　なお、上述した携帯電話２１における処理はあくまで一例であり、適宜変更できる。例
えば、携帯電話２１において、提供する宛先情報を選択できるようにしても良い。この場
合、宛先端末が複数台あれば、ユーザは、携帯電話２１を操作して、個人情報を付加した
画像の宛先を選択する。これにより、選択された宛先情報のみが宛先情報としてデジタル
カメラ１０に送信される。
【０１１８】
　次に、図１４を用いて、画像受信モード時における携帯電話２２の処理の流れの一例に
ついて説明する。すなわち、携帯電話２２において、個人情報が付加された画像をデジタ
ルカメラ１０から受信する際の処理の流れについて説明する。
【０１１９】
　携帯電話２２は、無線ネットワーク３０を介してデジタルカメラ１０から個人情報を付
加した画像の受信を行なう。この処理にあたり、ユーザは、入力部５４を介して携帯電話
２２に対して画像受信モードへの移行を指示する（Ｓ８０１でＹＥＳ）。この指示は、例
えば、メニューから「画像の受信」といった項目がユーザにより選択されることで行なわ
れる。
【０１２０】
　携帯電話２２は、画像受信モードへ移行するとともに（Ｓ８０２）、無線ＬＡＮ通信制
御部８１において、無線ネットワーク３０の検索を行なう（Ｓ８０３）。より具体的には
、携帯電話２１により構築された無線ネットワーク３０を検索する。無線ネットワーク３
０を発見すると（Ｓ８０４でＹＥＳ）、携帯電話２２は、無線ＬＡＮ通信制御部８１にお
いて、当該無線ネットワーク３０への接続処理を行なう（Ｓ８０５）。
【０１２１】
　接続処理が済むと、携帯電話２２は、画像の受信待ちとなる（Ｓ８０６でＮＯ）。ここ
で、携帯電話２２は、画像受信部９３において、画像を受信すると（Ｓ８０６でＹＥＳ）
、付加情報判定部９４において、当該画像に個人情報が付加されているか否かを判定する
。
【０１２２】
　判定の結果、個人情報が付加されていなければ（Ｓ８０７でＮＯ）、携帯電話２２は、
画像受信モードを終了する（Ｓ８０９）。一方、個人情報が付加されていれば（Ｓ８０７
でＹＥＳ）、携帯電話２２は、個人情報登録部９２において、個人情報の登録処理を行な
う。具体的には、個人情報の提供元端末（携帯電話２１）を所持するユーザの電話番号、
氏名、メールアドレス等の登録を行なう（Ｓ８０８）。その後、携帯電話２２は、画像受
信モードを終了する（Ｓ８０９）。
【０１２３】
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　なお、上述した携帯電話２２における処理はあくまで一例であり、適宜変更できる。例
えば、携帯電話２２において、無線ネットワーク接続時に当該無線ネットワーク内に画像
の送信元端末（携帯電話２１）が存在するか否かを判定するようにしても良い。その場合
、宛先情報の登録時（図１１のＳ５０５参照）に取得した携帯電話２１の識別情報（ＭＡ
Ｃアドレス等）を用いて、携帯電話２１を識別すれば良い。携帯電話２１が存在すれば、
デジタルカメラ１０を介して携帯電話２１から受信する画像に個人情報が付加されている
と判定できることになる。
【０１２４】
　以上説明したように本実施形態によれば、携帯電話２１を所持するユーザの個人情報が
付加された画像をデジタルカメラ１０から送信する際に、宛先が保証された安全な通信網
（所定のネットワーク）を介して送信できる。そのため、個人情報を画像に付加して他の
端末に送信する際のセキュリティを向上させられる。
【０１２５】
　以上が本発明の代表的な実施形態の例であるが、本発明は、上記及び図面に示す実施形
態に限定することなく、その要旨を変更しない範囲内で適宜変形して実施できるものであ
る。
【０１２６】
　例えば、上述した説明では、個人情報提供登録モード時に携帯電話２１からデジタルカ
メラ１０へ個人情報を送信する場合について説明したが、これに限られない。個人情報は
、例えば、個人情報提供モード時に送信されても良い。その場合、個人情報は、宛先情報
と同時に送信されても良いし、また、個人情報提供先端末として登録済みのデジタルカメ
ラ１０が無線ネットワーク３０に接続した時点で送信されても良い。
【０１２７】
　また、携帯電話２１は、個人情報を付加した画像を送信する専用（個人情報送信用）の
無線ネットワークを構築するようにしても良い。その場合、当該専用の無線ネットワーク
の通信パラメータをデジタルカメラ１０と携帯電話２１との間で行なわれる個人情報の登
録処理時に携帯電話２１からデジタルカメラ１０に提供する。また、携帯電話２１と携帯
電話２２との間の宛先情報の登録処理時に、携帯電話２１から携帯電話２２へ当該専用の
無線ネットワークの通信パラメータを提供する。このように専用の無線ネットワークを構
築するようにした場合、情報漏洩の危険性を更に低減できる。また更に、専用の無線ネッ
トワークを構築するようにした場合、携帯電話２１が個人情報提供モードであるか否かの
確認を行なう必要がなくなる（図１２に示すＳ６０７～Ｓ６０９）。
【０１２８】
　また、上述した説明では、各端末が無線ネットワーク３０へアドホック形式で接続され
る場合について説明したが、これに限られない。例えば、携帯電話２１、携帯電話２２、
又は他の基地局が無線ＬＡＮのインフラストラクチャ形式の無線ネットワークを構築して
いても良い。すなわち、各端末が無線ネットワークを介して通信を行なえるのであれば、
その接続形式等は特に問わない。
【０１２９】
　また、上述した説明では、個人情報が付加された画像を携帯電話２２に送信する場合に
ついて説明したが、これに限られない。宛先としての正当性が確認できる端末であれば良
く、例えば、インターネット先のＷＥＢサーバ等が宛先であっても良い。その場合、携帯
電話２１は、公衆通信網を介してインターネットに接続し、ＷＥＢサーバの正当性を確認
する。正当性の確認は、例えば、ユーザＩＤやパスワードによる認証や、ＵＲＬ情報、Ｉ
Ｐアドレス情報等を用いて行なえば良い。このような場合にも、個人情報が漏洩してしま
う危険性を低減できる。
【０１３０】
　また、上述した説明では、デジタルカメラ１０に保持された１又は複数の画像をどのよ
うに選択して個人情報を付加するかについての説明は省略したが、画像の選択方法は問わ
ない。例えば、複数枚ある場合には、デジタルカメラ１０のユーザに選択させるようにし
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ても良い。また更に、携帯電話２１において、デジタルカメラ１０に格納された画像を表
示し、ユーザに選択させるようにしても良い。この場合、携帯電話２１から画像を指定し
た情報が無線ネットワーク３０を介してデジタルカメラ１０に通知される。その他、無線
ネットワーク３０への接続中に撮像された画像を選択するようにしても良い。なお、画像
は、同時に複数枚送信されても構わない。
【０１３１】
　また、上述した説明では、個人情報が付加された画像を１台の携帯電話２２に向けて送
信する場合について説明したが、これに限られない。例えば、宛先となる端末が複数台あ
る場合には、当該複数の宛先端末に向けて個人情報が付加又は個人情報を未付加の画像を
同時に送信するようにしても良い。
【０１３２】
　また、上述した説明では、個人情報に含まれる複数の種類の情報（例えば、電話番号、
氏名、メールアドレス）のうち、いずれの情報（例えば、電話番号のみを選択等）を画像
に付加するかの説明については省略したが、この情報の選択方法は特に問わない。例えば
、携帯電話２１やデジタルカメラ１０のユーザが選択しても良いし、自動的にいずれかの
端末で指定するようにしても良い。
【０１３３】
　また、上述した説明では、ＩＥＥＥ８０２．１１準拠の無線ＬＡＮ（無線ネットワーク
）を利用して個人情報の送信等を行なう場合を例に挙げて説明したが、これに限られない
。例えば、ワイヤレスＵＳＢ、ＭＢＯＡ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＵＷＢ、Ｚ
ｉｇＢｅｅ等の他の無線媒体を用いても良い。また更に、有線ＬＡＮ等の有線を利用した
通信媒体を用いても良い。なお、ＭＢＯＡ（Multi Band OFDM Alliance）やＵＷＢ（Ultr
a Wide Band）には、ワイヤレスＵＳＢ、ワイヤレス１３９４、ＷＩＮＥＴなどが含まれ
る。
【０１３４】
　（その他の実施形態）
　本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実施形態
の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体を介し
てシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵや
ＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
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